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負傷者が出た場合の対応

厚生連村上総合病院 0254-53-2141
県立坂町病院 0254-62-3111
山北徳州会病院 0254-60-5555

負傷者の救護 周囲の状況と負傷者の様子の把握

危険防止

救助に向かうか協力者を得るか判断

重大事故の場合警察へ連絡

救急処置

引き渡し

事故の記録をとる
搬　送

救急車の手配・学校への連絡

負傷者以外の参加者の安全確保

事故発生日・場所・処置の内容と時間・負傷者
の名前・住所・事故の状況と程度など記録しておく。

救急車やレスキュー隊が近くに来られない
場合は、搬送する。

自分たちだけで対応するのが難しい場合は、
他の協力者へ連絡を取り、協力要請する。

直ちに処置すべき傷病か、時間に余裕のある
ものかを判断して処置を行い、処置後は悪化
させないよう保温、体位などに注意する。

負傷者が出た場合 責任者の対応

負傷者の人数と状況を正しく迅速に判断する。
大事故の場合、生存者の確認をする。

場所と状況をできるだけ正確に伝える。
携帯電話が通じない場所では、代表者が電波の
通じる場所まで行って連絡を取る。

安全な場所へ移動する。

二次災害を避けるため安全な場所へ移動する。

参考文献：自然体験活動指導者安全管理ハンドブック /特定非営利活動法人自然体験活動推進協議会
イラスト出典：子どもたちと森のステキな出会いのために「森林体験学習活動を安全に行うためのQ&A」/ 公益社団法人国土緑化推進機構

安全管理のための基本的な考え方

事故・怪我にあったとき

緊急時連絡先

森林・林業教育
安全マニュアル

安全で楽しい体験活動を行うために･･･

　森林・林業学習に取り組むために製作された副読本「森林とわたしたちのくらし」
を活用しながら、子どもたちの豊かな心をはぐくみ、生きる力を身につける体験活
動の輪が少しずつ広がっています。
　自然、そして人が関わる場で “絶対安全” と言える体験活動はありません。しかし、
危険だという理由で活動を制限するのではなく、子どもたちに幅広い活動の機会を
与えられるよう、森林・林業教育を行う上での基本的な確認事項や注意事項をまと
めました。
　このマニュアルを活用し、子どもたちが安全で質の高い体験活動を積み重ねてい
ただければ幸いです。

想定できる危険を予知し対策を講じる。
万一の事態に備えた準備をする。

１．危険予知と対策検討　 ２．ルール、マナーの遵守
集団の規範、約束事、道具の扱いなど、安
全を確保し快適に活動するためのルールや
マナーを守らせるとともに、法律や条令の
遵守に努める。

３．自分の身の安全は自分で守る

「自己責任の意識」をもたせることは大切。
参加する子どもたちのレベルに合わせて、
無理のない活動のなかで意識を育てていく。

４．最後は、安全が最優先！
万全の対策や準備をしたつもりでも、活動
中は予想外の事態に出くわすことがある。
最後は「勇気ある撤退」も含めて安全を最
優先させる。

冷静になる 負傷者以外の
子どもたちの安全管理をする

自分自身の
安全管理をする

適正な判断ができなくなると、場合
によっては被害を拡大してしまう恐
れがある。冷静に、周囲の状況を把
握しながら対応する。

負傷者を救護し、負傷者以外の子
どもたちの安全を確保するために、
自分自身の安全管理をして、二次
災害を防ぐ。

負傷者に目を奪われがちだが、それ
以外の子どもたちの安全管理を十分
に徹底したうえで、負傷者の救助に
向かう。

学校連絡先：



企　画

下　見

場所や施設の決定

用具や持ち物
服装の決定と案内

交通手段

・活動の目的をはっきりさせてから企画をする。
・地域の林業関連団体等の協力を得て、指導者やスタッフ体制を決定する。
・気忙しさは事故やケガの元。日程とプログラム内容は余裕をもたせる。

・実施時期や移動時間を考慮して場所を選択する。
・トイレや障害物の有無、活動の場は十分に広いかなどの確認をする。
・自然の状態は変化するため、“前回と同じ” が通用しないことが多い。その都度、場所の
   状態などを必ず確認する。
・下見に行く時期、時間帯をできる限り実施日の状況に合わせる。
・携帯電話の電波状況を必ず確認し、入らない場合は緊急連絡の手段を検討する。
・子どもたちの目線で危険箇所のチェックを行い、起きうる可能性を共有し対策する。
・作業に使う用具の保守点検を行い、危険な状態のものは避ける。
・ケガや虫さされを防ぐため、真夏でも服装は長袖長ズボンとする。
・ハチを刺激する黒い服装、匂いの強いものは避ける。

・道が悪い場合もあるため、バスなどの大きな車を使う場合は道
   幅等の確認が必要。
・山道は時期によって通行止めがあったり、土砂崩れなどで通れ
   なくなることもあるため毎回実施前に状態を確認しておく。

救急セットの確認
・森での危険に備えて、救急セットの中身にも普段とは異なる準
   備と確認が必要。虫さされに備えて、ポイズンリムーバー、抗
   ヒスタミン剤などの準備を行う。
・万が一のために懐中電灯やライターを持って行く。

準備項目 ポイント

■　事前に気象情報を入手する

■　大雨や川の増水への対策

■　落雷への対策

事前に天候の悪化や雷雲の発生についての予報を確認しておく。活動前には、該当する地域やその周辺に警報や
注意報が出ていないかを必ずチェックし、大雨や雷の警報が出ている場合には活動は中止する。

川の近くで活動する場合には、川の増水と土砂崩れに注意が必要。雨が降っていなかったとしても、上流域で雨
が降って増水することもあるため、川の水が濁り、増水してきたら活動を中止する。増水している川の水が一時
的に引いた場合、上流ががけ崩れでせき止められ、決壊したとたんに土石流が襲ってくる可能性もあるため、即
座に避難する。急斜面の下や途中はがけ崩れの危険があり、急斜面の上は地すべりの危険があるため、活動場所
にそういった箇所がある場合は注意する。

雨が降っていなくとも落雷の危険はある。積乱雲
の発生や雷鳴が少しでも聞こえはじめたら、速や
かに安全な場所へ避難する。

十分安全な場所

比較的安全な場所

危険な場所

・鉄筋コンクリートの建造物・住宅等の本格的木造建築物
・屋根が金属でできている自動車、バスの中
・洞窟（入り口付近は危険）

・高さ 5～30ｍの物体（樹木・建物・電柱など）の保護範囲
　※物体から４ｍ以上離れ、姿勢を低くして両足をそろえて
　　しゃがみ、指で両耳穴をふさぐ。
・橋の下

・高さ５ｍ未満の物体（樹木・岩など）の周囲
・テントの中・ビーチパラソルの下
・樹木の間に張ったビニールシートの下

鈴やラジオを鳴らす、
歌を歌うなど、あらか
じめ人間の存在を知ら
せておく。子熊の近く
には母熊がいる可能性
が高いため、決して近
づかないこと。

褐色の銭形斑紋が左右
不対称にあるのが特徴。
見つけたら騒がずに
じっとするか、静かに
離れる。咬まれた場合
は死に至る可能性もあ
るためすぐに病院へ。

体長１ｍ前後。褐色地
に黒、黄、赤が重なっ
た鮮やかな体色だが個
体差が大きい。おとな
しい性格のためこちら
からかまわなければ攻
撃してくることはない。

体液に毒成分があり、
傷ついた手で触ったり、
触った手で目や口をこ
すると炎症を起こす。
手で触る分には問題な
いが、よく手を洗うよ
う注意、声かけが必要。

刺されると皮膚周辺が
硬化し場合によっては
重傷になる。皮膚を露
出しないよう長袖長ズ
ボンを着用する。刺さ
れた場合、無理に取ら
ずに病院へ。

巣をつくる春から秋にかけて活動が活発になる。オオスズメバチは目立つが、それ以外に
もキイロスズメバチ、クロスズメバチ、アシナガバチなど体が小さい種類もいる。土の中
や木の根に巣をつくる場合もあるため、巣に気づかずに近づいてしまう可能性があり、ハ
チが何匹か飛んでいるのを見かけたら注意が必要。ハチに遭遇したら、慌てず騒がずにじっ
としていること。動く物にさらに攻撃する習性があるため、手で払ったり、逃げまわった
りしない。ハチに刺激を与える黒い服や帽子、甘いにおいや香水、濃い化粧なども避ける。

木に張り付いたり、地面に這っていた
りするため、特に注意が必要。樹木全
体に有害成分があるため触れないこと。
最も危険なのは樹液で、触れると発疹、
腫れ、痒みなどが出る。接触後１～２
日経過後に症状が出る場合もある。
仲間のヤマウルシやヌルデも危険。

毒キノコ以外でも、成分が
明らかになっていないキノ
コも多い。食べられるキノ
コと似ていても、自己判断
せず、食べる目的で採らな
いように注意すること。

　道具は便利なものだが、扱い方を間違えると凶器にも
なる。作業に合った道具を準備し、壊れかけていないか、
刃こぼれしていないかなど、使用に危険がないかを必ず
確認する。
　また、使用前には必ず扱い方の説明を行う。ナタ、ノ
コギリ、ナイフなどの刃物を使う場合には、持ち方、切
り方、運び方という基本的なことから、他の人が使って
いるときに近くへ寄らない、手渡すときには刃を自分の
ほうへ向ける、無造作に置かないなどの点を具体的に実
演して見せ、取り扱い不注意によるケガの発生をできる
限り防ぐ。

　森の中で身体を動かす作業体験では、子どもたちの体
力や運動能力に合わせた無理のないプログラムを行うと
同時に、状態を見ながら臨機応変に対応することが大切
である。またルールやマナーを無視した行動や軽率な態
度が事故やトラブルに発展する可能性もあるため、意欲
や集中力、感情表現等に注意して子どもたちの行動をよ
く観察し、声かけを行うなどの配慮が必要である。
　必要に応じて休憩をとることや動機づけ、意識の喚起
などを行って身体だけでなく意識・感情の状態にも注意
をする。

安全な活動には準備が大切！ 現場では安全第一で臨機応変に対応する

天候の急変による事故を防ぐために

目配りと声かけ道具の扱い

この地域に生息する注意が必要な動植物

ツキノワグマ

アカハライモリニホンアマガエル

ハ　チ

マダニ

ヤマカガシニホンマムシ

ツタウルシ キノコ

写真提供元
新潟大学医学部保健学科サトウ恵

オオスズメバチ ホソアシナガバチ

ツキヨタケ ( 毒 )

森に入る服装

肌を露出させない

保護範囲

耳をふさぐ

足をそろえる 足と尻のみが接触
するようにしゃがむ


